
令和 3 年 3 月

令和 3 年度 ～ 令和 6 年度

１．事業概要

(１) 事業の現況

 ① 給　水

20,660 人

12,798 人

0.073 千㎥/ha

 ② 施　設

45.75 ％

 ③ 料　金

 ④ 組　織

11,115

令和２年４月度時点の職員数は、事務局職員５名及
び３浄水場の警備員５名で、事務局職員５名の内訳
は、事務局長１名（宇和島市より派遣）、企業団専
従職員１名(施設管理)、再任用職員１名(事務系)、
会計年度任用職員２名(施設管理及び事務系各１名)
となっています。

料金改定年月日
(消費税のみの改定は含まない)

平成２年４月１日

料金体系は、基本料金と使用料金の二部料金制を採用しています。
現在の単価は、基本料金、使用料金とも26円／㎥で、平成2年4月1日改定以降、料金
改定を行っていません。
基本料金は、受水予定量（基本水量）×単価で、施設整備・更新等の投資分にあた
り、実際の使用水量の多寡によらないものです。
使用料金は、実際の使用水量×単価となります。
また、料金改定については、現在、宇和島市水道局との統合を令和6年度末で検討し
ているため、統合まで現在の料金単価を維持する方向で調整する見込みです。

料 金 体 系 の 概
要 ・ 考 え 方

津島水道企業団　水道用水供給事業　経営戦略

団 体 名 ：

事 業 名 ：

策 定 日 ：

管 路 延 長 千ｍ31.69

計 画 期 間 ：

津島水道企業団

水道用水供給事業

計画給水人口

現在給水人口

有収水量密度

供 用 開 始 年 月 日

法 適 （ 全 部 ・ 財 務 ）
・ 非 適 の 区 分

昭和56年7月1日

別添１ー１

法適（全部）

□表流水、■ダム、□伏流水、■地下水、□受水、□その他　（複数選択可）水 源

施 設 数

施 設 能 力 施 設 利 用 率㎥/日

3

－

浄水場設置数

配水池設置数
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(２) これまでの主な経営健全化の取組

(３) 経営比較分析表等を活用した現状分析

①広域化について

全国で最も小規模な用水供給事業体であり、地域の人口減少による水需要の低下に伴う料金収入の減少等
を勘案し、事業の効率化と経営基盤の強化を目的に、現在、宇和島市水道局との事業統合について事務レ
ベルで検討しています。今後、事業統合の素案を基に、構成市町の宇和島市並びに愛南町との協議を行う
予定です。

②経費の節減

これまで正規職員で構成されていた職員について、業務の内容を精査した上で、再任用職員や会計年度任
用職員で対応することにより人件費の縮減に努めて来ました。
また、日常の保守点検や軽微な修繕等を職員で行うことにより、引き続き経費の節減に努めます。

グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

令和元年度全国平均

経営比較分析表（令和元年度決算）
愛媛県　津島水道企業団

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

- - ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 1か月20ｍ3当たり家庭料金(円) 現在給水人口(人) 給水区域面積(km2) 給水人口密度(人/km2)

法適用 水道事業 用水供給事業 B その他 -

－

- 99.02 13.54 0 12,798 246.96 51.82 【】

全体総括

　今後益々悪化する経営環境に対して、事業の健
全性を維持し、安全で安心な水道水を地域住民に
安定的に供給するため、現在進めている愛媛県水
道事業経営健全化推進プラン検討委員会の検討結
果をもとに、経営基盤を強化する水道事業の広域
化を推進する必要がある。

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

　累積欠損金もなく、企業債の償還も終了してい
るが、施設の老朽化が進み、設備の更新が急務と
なっている。また給水人口、給水量の減少とそれ
に伴う料金収入の減少により、今後益々経営環境
の悪化が予想される。現在今後の経営基盤の強化
と、効率性を維持、推進するため、宇和島市水道
局と間で用水供給事業と上水道事業の統合を検討
している。

2. 老朽化の状況について

　長野、嵐、狩津浄水場の3浄水場を有しているが
給水開始後38年が経過し施設、設備の老朽化が進
んでいる。今後施設の維持管理の外部委託を推進
するため令和3年度から4か年計画で、電気、機械
設備の更新工事を実施予定である。

2. 老朽化の状況
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２．将来の事業環境

(１) 給水人口の予測

(２) 水需要の予測

給水区域が構成団体（宇和島市及び愛南町）の一部の地域であることから、平成３０年２月作成のアセッ
トマネジメントにおける国立社会保障・人口問題研究所の推計値を参考とし、令和２年度以降の減少率を
年次2.3％と見込んで給水人口の予測を行いました。

給水人口の予測と同様に、アセットマネジメントの推計値を参考とし、令和２年度以降の年間総有収水量
の減少率を年次2.74％と見込んで水需要の予測を行いました。

㎥

人
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(３) 料金収入の見通し

(４) 組織の見通し

統合に向けた事前協議において、宇和島市水道局との統合を令和６年度末で調整しています。
統合により津島水道企業団（宇和島市並びに愛南町で構成する一部事務組合）の組織は解散することとな
り、現在の業務は宇和島市水道局に引き継がれることとなります。

上記のとおり、人口減少による水需要の低下に伴い料金収入は減少します。
本来、料金改定を検討すべきところですが、現在、宇和島市水道局との統合を検討しているため、料金改
定は行わず、現在の単価で料金収入を試算しました。
試算の結果、令和３年度から赤字に転じる見込みですが、赤字部分は内部留保資金により補填する予定で
す。
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３．経営の基本方針

４．投資・財政計画（収支計画）

(１) 投資・財政計画（収支計画）　：　 別紙のとおり

(２) 投資・財政計画（収支計画）の策定に当たっての説明

 ① 収支計画のうち投資についての説明

R3～6年度

R2～8年度

R2～6年度

 ② 収支計画のうち財源についての説明

 ③ 収支計画のうち投資以外の経費についての説明

　投資以外の経費の考え方は、以下のとおりです。

・委託料、修繕費、動力費、賃借料
　令和2年度予算に年次1％加算し設定。
・職員給与費
　現在の職員数を基本に、令和3年度以降に事務局次長の再配置を見込んだ額で設定。
・経費削減の取組
　現行職員数の削減は見込めないことから、引き続き可能な限りの経費の削減に努めます。

　令和３年度から実施する設備更新工事は、統合後に宇和島市水道局の柿原浄水場と同様に、施設の運転
管理を第三者委託にすることを目的に、長野・嵐・狩津の３浄水場の老朽化した機械・電気設備の更新を
行うものです。
工事計画については、アセットマネジメントにおける更新計画を基本に、費用の縮減も勘案し更新対象機
器を抽出し工事を実施することとし、統合後、柿原浄水場を拠点とした施設の運転監視体制を構築するた
め、必要な監視機器を新たに整備する予定です。
　また、愛媛県が水源である県営山財ダムの堰堤改良工事（令和８年度まで）及び農水共同施設の県営か
んがい排水改良事業（令和６年度まで）の計画で実施されるため、これらの事業に伴う工事負担金が必要
となります。

目 標

目 標

主要設備更新計画

愛媛県が実施する関連
施設の改良事業

長野・嵐・狩津浄水場（機械・電気）設備更新工事

県営山財ダム堰堤改良事業

県営かんがい排水改良事業

900,000千円

工事負担金
241,000千円

引き続き、安定的な水道用水の供給を目指し、日常的な施設の維持管理に努めるとともに、統合までに老
朽化した設備を計画的に整備する方針です。

令和３年度から６年度の４年間で、３浄水場の機械・電気設備の更新工事を実施す
る。
愛媛県が水源である県営山財ダム及び導水施設である県営かんがい排水事業施設（農
水共同施設）の改良工事を令和８年度まで実施する。

投資財源の確保のため国の財政措置等の活用を検討します。

令和３年度から６年度実施予定の長野・嵐・狩津浄水場（機械・電気）設備更新工事に要する財源は、主
に企業債とし、水道広域化推進プランの地方財政措置に該当となった工事は、構成市町の分賦率に応じた
一般会計出資債で負担いただくよう財源調整します。
また、県営山財ダム及び県営かんがい排水事業の改良工事に係る工事負担金は、構成市町の分賦率に応じ
た繰出金により財源対応します。
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(３) 投資・財政計画（収支計画）に未反映の取組や今後検討予定の取組の概要

 ① 投資の合理化、費用の見直しについての検討状況等

 ② 財源についての検討状況等

５．経営戦略の事後検証、改定等に関する事項

経 営 戦 略 の 事 後 検 証 、
改 定 等 に 関 す る 事 項

宇和島市水道局と令和６年度末に統合することを前提とした経
営戦略となっていることから、事後検証や更新等は、今後、宇
和島市水道局の経営戦略との整合性に配慮し、適宜、調整いた
します。

そ の 他 の 取 組

令和６年度末の統合を検討しているため料金の改定は行わない
予定です。なお、令和６年度に見込まれる赤字部分は内部留保
資金から補填することとします。

令和３年度から実施する設備更新工事の財源を企業債により対
応します。

県関係の工事負担を構成市町の分賦率に応じた繰入金として受
け入れします。

予定はありません。

新たな取組の予定はありません。

資 産 の 有 効活 用等 （ *2）に よる
収 入 増 加 の 取 組

統合後も既存の施設を使用するため、施設・設備の合理化は予
定していません。

新たな取組の予定はありません。

料 金

企 業 債

繰 入 金

そ の 他 の 取 組

施 設 ・ 設 備 の 合 理 化
（ ス ペ ッ ク ダ ウ ン ）

施 設 ・ 設 備 の 廃 止 ・ 統 合
（ ダ ウ ン サ イ ジ ン グ ）

ア セ ッ ト マ ネ ジ メ ン ト の 充 実
（ 施 設 ・ 設 備 の 長 寿 命 化 等
に よ る 投 資 の 平 準 化 ）

民 間 の 資 金・ ノウ ハウ 等の 活用
（ PPP/PFI 等 の 導 入 等 ）

広 域 化
宇和島市水道局との令和６年度末の統合に向けた協議・調整を
進めます。

統合後に宇和島市水道局の施設と合わせて運転管理委託を行う
見込みです。

現在の設備更新工事計画を基に、統合後を見据えた更新時期の
最適化を図ります。

統合後も既存の施設を使用するため、施設・設備の廃止・統合
は予定していません。
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